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第１０回
最上小国川流域環境保全協議会

１．第９回協議会における指導事項と対応
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第９回 最上小国川流域環境保全協議会

概 要

開催日時 平成２３年１０月１８日（火） 13:30～15:30

場 所 最上総合支庁５Ｆ講堂

（報告） 最上小国川ダム事業の検証結果について

1) 第８回協議会における指導事項と対応について

2)  平成２３年度環境影響調査の中間報告について
2-1）猛禽類調査
2-2）ヤマセミ調査
2-3）ワタナベカレハ調査
2-4)付着藻類調査

3) 付着藻類への影響検討について

4) 今後の環境調査予定について

議 事
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第９回協議会指導事項と対応

分 類 指導内容 対 応

付着藻類へ
の影響検討
について

①濁りによる付着藻類への影響
３０、５０年に一回程度の洪水では、特

にSS1000mg/lの継続時間がダムありの
方が長くでており、どう解釈するかが課題
として残る。

ただし、水理学的に考えると、無機物の
上に非常に細かい成分は溜まらないと考
えられる。実際に、現状の洪水前後の河
床材調査をしてみるとなお良い。実験水
路で試してみても良い。

検討中。

結果をとりまとめ次第、
報告する。

（②，③は第８回の指
導内容)

②河床材料の予測結果
・グラフの細～中礫を2～16mmで区切る。

③生育基盤である河床材料の変化
・土木研究所の研究事例と併せて、さら
なる検討を行う。
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２．平成２３年度環境影響調査の報告及び
平成２４年度環境影響調査の中間報告に
ついて

第１０回
最上小国川流域環境保全協議会
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調査項目

調査項目 調査方法・時期等

１．猛禽類調査 定点調査：繁殖確認のため、平成23年４月、６月、１１月、平成
24年３月、６月に実施

林内踏査：クマタカ及びサシバの営巣確認のため、平成23年７
月に実施

２．ヤマセミ調査 定点調査、土崖・営巣調査：平成23年５月

任意踏査：平成24年６月

３．ワタナベカレハ調査 ライトトラップ調査：平成23年８月に実施

４．マグソクワガタ調査 任意踏査：平成24年５月に実施

５．付着藻類調査 付着藻類調査、はみあと調査：平成23年５月に実施

６．河川物理環境調査 河川横断測量：３地点にて３測線の測量

出水前：平成23年８月、出水後：平成23年９月～１１月に実施。

河床材料調査：各測線において面積格子法により調査。

出水前：平成23年８月、出水後：平成23年９月～１１月に実施。

※赤字：今回報告する調査結果
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サシバ♀（平成２３年４月２６日）

【目的】

最上小国川ダム予定地周辺に生息する希少猛禽類の
生息・利用状況を確認し、最上小国川ダム建設事業に
おける影響予測検討の基礎的資料とする。

【内容】

調査項目
クマタカをはじめとする希少猛禽類５種
既往調査において調査地域で繁殖が確認されてい
る希少猛禽類：ﾊﾁｸﾏ、ｵｵﾀｶ、ﾊｲﾀｶ、ｻｼﾊﾞ、ｸﾏﾀｶ

調査地域 最上小国川ダム計画地周辺

調査地点
任意の定点２地点ないし４地点
繁殖している可能性が高い区域の林内踏査

調査時期
調査内容

平成23年４月、６月、11月、平成24年３月、６月
：クマタカ等希少猛禽類の繁殖状況確認

平成23年７月
：林内踏査による営巣地確認

２－１．猛禽類調査

赤字：今回報告する調査結果。
11月はクマタカの求愛期、３月はクマタカの造巣期にあたる。

クマタカ♀（平成２４年３月１８日）
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調査方法

【調査日時】
①定点調査

４月：平成23年４月25～28日
６月：平成23年６月27～30日
11月：平成23年11月14～16日
３月：平成24年３月15～18日
６月：平成24年６月４～７日

②林内踏査
平成23年７月14,15日

【調査方法】
①定点調査

定点からの目視調査を主体として実施
した。

定点観察は、8～10倍の双眼鏡、20
～60倍の望遠鏡を用いて目視するとと
もに、コリメート撮影を行い、確認個体
の映像を記録し、個体識別に努めた。

コリメート撮影装置を用いた調査

赤字：今回報告する調査結果。
11月はクマタカの求愛期、３月はクマタカの造巣期にあたる。
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H23.6月までのまとめ（第9回協議会で報告済）

対象 H23繁殖状況

クマタカ 繁殖は成功しなかったと考えられる。

サシバ ２つがいの繁殖が行われた。

オオタカ 影響範囲外で繁殖している可能性がある。

ハイタカ 影響範囲外で繁殖している可能性がある。

ハチクマ 繁殖は行われなかったと考えられる。
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調査日：１１月調査 平成23年11月14～16日

調査結果：
・11月の調査では9回確認された。
・Aペアのディスプレイ（V字飛行及び波状飛

行を各1回）が確認された。

確認された成鳥（H23.11.14撮影）

調査結果（クマタカ11月）

11月調査結果
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調査日：３月調査 平成24年3月15～18日

調査結果：
・3月の調査では30回確認された。
・Ａペアは、既知の営巣林または隣接したカ

ラマツ林で巣材を折りとって、巣に運ぶ行
動や巣内で巣材を整理する仕草が確認さ
れたほか、3回の交尾行動が確認された。

・Ｂペア、Ｃペアの両者ともに誇示とまり及び
鳴き声が確認された。

確認された成鳥（H24.3.16撮影）

調査結果（クマタカ3月）

3月調査結果
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確認された成鳥（H24.6.4撮影）

調査結果（クマタカ６月）

調査日：６月調査 平成24年6月4～7日

調査結果：
・６月の調査では43回確認された。
・Aペアは、過年度調査で古巣が確認されてい

る箇所よりも下流側右岸での出現が多く確
認され、雌雄2羽での飛翔も確認された。

・餌運び等の行動は確認されなかった。
・既知の営巣林付近では、ほとんど出現はな

かった。

６月調査結果
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調査結果（サシバ６月）

確認された成鳥（H24.6.4撮影）

調査日：６月調査 平成24年6月4～7日

調査結果：
・６月の調査では35回確認された。
・2箇所で餌運びが確認された。

６月調査結果
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調査日： ３月調査 平成24年3月15～18日

調査結果：
・3月の調査では2回確認され、うち1回はN1

付近からの鳴き声が確認された。

調査結果（オオタカ11月、3月）

調査日：１１月調査 平成23年11月14～16日

調査結果：
・オオタカは確認されなかった。

3月調査結果
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調査結果（オオタカ６月）

調査日：６月調査 平成24年6月4～7日

調査結果：
・６月の調査では2回確認された。
・餌運び等の行動は確認されなかった。

６月調査結果
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調査日：１１月調査 平成23年11月14～16日

調査結果：
・11月の調査では雌雄の同時飛翔が1回確

認された。

調査結果（ハイタカ11月）

11月調査結果
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調査結果（ハイタカ3月）

調査日： ３月調査 平成24年3月15～18日

調査結果：
・ 3月の調査では下流方向で1回確認された。

3月調査結果
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調査結果（ハイタカ６月）

調査日：６月調査 平成24年6月4～7日

調査結果：
・６月の調査では2回確認された。
・餌運び等の行動は確認されなかった。

６月調査結果
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調査結果（ハチクマ６月）

確認された成鳥（H24.4.7撮影）

調査日：６月調査 平成24年6月4～7日

調査結果：
・６月の調査では7回確認された。
・餌運び等の行動は確認されなかった。

６月調査結果
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H23.11月～H24.6月調査結果のまとめ

対象 H23.11月調査 H24.3月調査 H24.6月調査

クマタカ 9回確認された。
Ａペアでディスプ
レイが確認された。

30回確認された。Ａ
ペアで交尾及び巣材
運びが確認された。

43回確認された。雌雄の同時飛
翔が確認された。既知の営巣地
付近での飛翔はほとんどなく、
より下流で出現が集中した。

サシバ 35回確認された。2箇所で餌運び
が確認された。

オオタカ 確認されなかった。2回確認された。既
知の営巣地付近で鳴
き声が確認された。

2回確認された。繁殖を示唆する
行動は確認されなかった。

ハイタカ 2回確認された。
雌雄の同時飛翔が
確認された。

1回確認された。繁
殖を示唆する行動は
確認されなかった。

2回確認された。繁殖を示唆する
行動は確認されなかった。

ハチクマ 7回確認された。繁殖を示唆する
行動は確認されなかった。

※サシバ、ハチクマは夏鳥であるため、11月・3月は調査対象外
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対象 繁殖状況

クマタカ ・Ａペアは3月時点で既知の巣を使用する兆候が認められたものの、6月は周
辺での出現が少なく、既知の営巣地における繁殖の有無は不明

・Ａペアの既知の営巣地より下流側で6月に雌雄の出現が集中したが、繁殖の
有無は不明

・Ｂペア及びＣペアの繁殖の有無は不明

サシバ ・少なくとも餌運びの確認された2箇所では、それぞれのつがいが繁殖してい
る可能性が高い

・餌運びが確認されていないが、1箇所で雌雄の出現が集中しており、別のつ
がいが繁殖している可能性がある

オオタカ ・3月時点で既知の営巣地付近に執着する兆候が認められたものの、6月時点
で繁殖を示唆する情報は認められず、繁殖の有無は不明

ハイタカ ・繁殖を示唆する情報は認められず、繁殖の可能性は低い

ハチクマ ・繁殖を示唆する情報は認められず、繁殖の可能性は低い

H23.11月～H24.6月調査結果のまとめ
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２－２．ヤマセミ調査

ヤマセミ（平成２３年５月２３日）

【目的】

最上小国川ダム予定地周辺に生息するヤマセミの
生息・利用状況を確認し、最上小国川ダム建設事業に
おける影響予測検討の基礎的資料とする。

【内容】

○ 調査方法（任意踏査・任意観察）
過年度調査結果を基に、任意に踏査・観察しながら、個体の確認及び巣穴の確認に努めた。

なお、昨年度繁殖に利用した巣穴についてはビデオカメラを設置し、巣穴への出入り等の有無を
確認した。

○ 調査時期および回数

本種の繁殖期に該当し、巣穴の利用状況の
確認が期待できる6月上旬に1回実施した。

○ 調査範囲
調査範囲は、既往の巣穴確認位置周辺および湛水区域内の最上小国川とその支川とした。

調査日 調査項目

平成24年6月4日 任意踏査による個体の
観察・巣穴の確認等平成24年6月5日
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調査結果（ヤマセミ調査）

ヤマセミ調査結果 繁殖利用中の巣穴（H24.6.5撮影）

○ 調査結果：
・ヤマセミは飛翔が3回確認された。
・巣穴は4箇所で確認されたが、全て湛水

区域の外であった。
・巣穴が確認された4ヶ所の土崖のうち、2箇所

の土崖の巣穴で ヤマセミの出入りが確認され、

繁殖に利用していることが示唆された。残りの
巣 穴は未利用または掘りかけの巣穴であっ
た。
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２－３．マグソクワガタ調査

マグソクワガタ

【目的】
最上小国川ダム周辺のマグソクワガタ（山形県レッド

データブック準絶滅危惧種）の生息状況を確認し、最
上小国川ダム建設事業における影響予測検討の基礎
的資料とする。

【内容】

○ 調査方法（任意踏査・任意観察）

事業区域内外の河原を任意に踏査し、マグソクワガタ成虫の生息の有無、個体数およびその確
認位置を記録した。

○ 調査期日
本種の成虫の発生時期として5月下旬に1回実施した。

○ 調査範囲
調査範囲は、最上小国川と荒沢の合流点より上流側の最上小国川本川および支川とした。

調査期日 天候 風の状況

5月29日（火） 曇り時々晴れ 弱

5月30日（水） 曇り一時晴れ 弱

5月31日（木） 晴れ 弱
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確認写真（H24.5.30撮影）

調査結果（マグソクワガタ調査）

マグソクワガタ調査結果

○ 調査結果：
・現地調査の結果、29地点でマグソクワガタが

確認された。

・マグソクワガタは主に砂が堆積し、上流から倒
木が多く流れついている日当たりのよい河原
で多く確認された。
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３．今後の環境調査及び工事予定について

第１０回
最上小国川流域環境保全協議会



26

調査項目
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

備考

水質調査 濁水モニタリング

猛
禽
類

定点調査 ● ● ● ● ●

林内踏査 ●

ワタナベカレハ調査 ●

マグソクワガタ調査 ●

ヤマセミ調査 ●

植物重要種調査 ●
ナガミノツルキケマン
オオナンバンギセル

付着藻類調査 ●

7月1回（定期調査）、
期間内の洪水時3回
（洪水直後、1週間後
、2週間後）

平成２４年度 環境調査計画予定

通年観測

保全措置準備（種子採取・移植地選定）
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笹
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工事関連 概略平面図

至
赤
倉
温
泉

至宮城県

②工事用道路(上流)

③県道耐水化④転流工

①工事用道路(下流)

ダム計画地点

矢
柏

沢
川

大
穴

沢
川

最
上

小
国

川

平成２４年度 工事予定

トンネル長さ約250m､径3.8m
来年度までの工期で年末から
着工する予定です。

○工事用道路（下流）（右図①）

長さ約400m､幅4.0m
夏頃～秋頃を目処に着工予定

○工事用道路（上流）（右図②）

長さ約150m､幅4.0m
夏頃～秋頃を目処に着工予定

○県道耐水化（右図③）

長さ約500m､幅4.0～9.0m
秋頃から着工する予定

○転流工（右図④）



28

1

2

1

工事用道路

2

工事用道路

工事用道路 L=550ｍ

①下流側

L=400ｍ
W=4m

②上流側

L=150ｍ
W=4m

①，②工事用道路（下流側，上流側）
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県道耐水化
L=500ｍ

標準断面図

③県道耐水化
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1

1

1

仮排水路トンネル断面図

転流工 L=250ｍ

④転流工
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工事箇所と猛禽類営巣木の位置
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工事箇所とハコネサンショウウオの確認位置
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工事箇所と植物重要種の生育位置
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工事関係者に”環境手帳”を配布し、最上小国川流
域の環境保全を図るため、２種類の環境手帳を作成

●現場事務所備付版

●工事関係者用ポケット版
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（案）

環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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環境手帳（現場事務所備付版）
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